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論 文 内 容 の 要 旨
1.本 論 文 は 次 の8論 文 か ら成 って い る。
第 一 章 ドイ ツ中世 都市 研 究 の 問題 点 一 今後 の 都 市 法研 究 の た め に 一
第 二章 ケ ル ン都 市 共 同 体 の 成立
第 三 章 ケ ル ンの新 質 一 ドイ ツ私 法 史上 最 初 の抵 当権 一
第 四 章 ゲ ル ンの シ ュ ライ ン帳簿 一 ドイ ツ私 法 史 上最:初の 不 動 産登 記 制 度 一
第五 章 ヴ ァイ ヒ ビル トWeichblldに つ い て 一 ドイ ツ中 世 都 市 法 の 一 断 面 一
第 六 章 中世 都 市法 の妥 当 根 拠 につ い て 一W.Ebelの 見解 を め ぐって 一
第 七 章 シ ュ トラ ス ブル ク都 市 法 の研 究 一 第一 ・第 二 ・第 三 都 市 法 に つ い て 一
第 八 章K.ク レー シ ェル 「都 市 法 と都 市 法史 」
2.本 論 文 所 収 の 諸論 文 は 、 大 別 して3群 に 分 け る こ とが で き る 。 第1群(第 三 、 四 、七 章)は 、
史料 に 密着 した形 で お こな わ れ た研 究 で あ り、 第 三 章 は 、 ま ず 中 世都 市 に お い て 新 た に成 立 し
た 諸法 制 を 概観 した の ち、 シ ュ ライ ンス カル テ に お け る新質 の 登 記 例 を 検 討 し、 そ こか ら新 質
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の 設定 、 効 力 、社 会 的 機 能 を 明 らか に した もの で あ る。 第 四 章 は 、 売 買 、抵 当権 の設 定 、 定 期 金
売 買 等 、 合 計16の 法 律 行 為 に つ い て 、 そ れ らが シ ュ ライ ン帳 簿 の 中 に どの よ うな形 で登 記 され
て い るか を 検 討 した もの で あ る。 第 七章 は 、 シ ュ トラス ブ ル ク史 の簡 単 な概 観 を お こ な った の ち 、
同 市 の第 一(12世 紀 末)、 第 二(1214年)、 第 三 都 市法(1245/1260年)お よ び
1261年 の 司 教 と市 民 との 協 約 を 邦 訳 し、 それ ぞれ の都 市法 な い しは協 約 の成 立 事 情 を 明 らか
に した もの で あ る。
第2群 の論 文(第 二 、五 、 六 章)は 、 ドイ ッ に お け る諸 学 説 を 批 判 的 に検 討 す る こ と に よ って、
中世 都 市 の 実態 に迫 ろ う と した もの で あ る 。 第二 論 文 で は 、論 文 提 出者 は、 まず 、彼 が高 く評 価
す るH.プ ラ ー・ニ ッツの学 説 を 要約 して提 示 し、 こ の学 説 に対 す るF.シ ュタ イ ンバ ッハ お よ び
E.エ ンネ ンの批 判を 検 討 し、 プ ラ ーニ ッツ理 論 が 、 ご く部 分 的 な修 正 を 加 え た だ け で 、原 理 的
に は その ま ま維 持 され うる こ とを 確 め 、 この 理 論 に依 拠 しつ つ 、 ケ ル ン都 市 共 同 体 の 成 立 史 を 員
体的 に叙述 している。第五章 は、K、 ク レーシェルの見解、すなわち ヴ ァイ ヒ ビル トは宣 誓 共 同 体 の 運 動
に よ って成 立 した もの で は な く、 農 村 的 定 住 に対 して 領主 が 自 由を 付 与 す る こ と によ って 成 立 し
た とす る見 解 を 吟 味 し、 この 見解 は プ ラ ーニ ッツの 第 二 、 第三 類 型 の 都 市 につ い てのみ あて はまり、
プ ラ ー一ニ ッ ツが主 と して と りあ げ た 第 一 類 型 の 都 市 に つ い て は あ て は ま らず 、 したが って プラー
ニ ッツの 理 論 を動 揺 せ しめ う る もの で は な く、 む しろ それ を補 強 す るに す ぎな い もの で あ る との
結 論 に到達 してい る。第 六 章 は 、 都 市 共 同 体 は 市 民 た ちの 宣 誓 共 同 体 の結 成 に よら て 一 挙 に 永続 的
に成 立 した もの で は な く、 市民 た ち の宣 誓 の更 新 に よ って た えず 基 礎 づ け直 され な け れ ば な らな
か った とす るW.エ ー ベ ル の主 張 を と り扱 った もの で あ る 。論 文 提 出者 は この エ ーベ ル の主 張 を
高 く評 価 す る もの で あ るが、 しか し これ もプ ラ ーニ ッ ツの理 論 を深 化 ・発 展 させ る もの で あ り、
それを 根 底 か ら覆 し う る もの で は な い と評 価 して い る。
第3群 に属 す る論 文 の うち で 、第 一 章 は 、 中 世 都 市(法)の 研 究 の 上 で現 在 と くに 問題 と され
るべ き諸 論 点 を 網 羅 的 な形 で提 示 し、将 来 の 研 究 に 備 え よ う と した もの で あ り、 第 八 章 は 、 ク レ
ーシ ェル の 論 文 「都 市法 と都 市法 史 」の 紹 介 の形 で
、 都 市 法 研 究 の 現代 的 意 義 を 問 お う と した も
の で あ る。












にこの作業を具体的に展開 してくれることを期待 したい。以上によって、本論文は、学位論文 と
して十分な価値を有するものと認められる。
以上によって、本学位論文提出者は、法学博士の学位を授与されるに値いするものと認める。
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